職務経歴書
        		20ｘｘ年ｘ月ｘ日現在
氏名：●●　●●

■　職務概要
	国内大手アセットマネジメント会社にて、株式・クレジット・公社債を中心としたバイサイドリサーチおよび投資判断業務に従事。担当セクター（例：製造業・資本財・金融・公益等）の企業調査、財務モデル構築、バリュエーション、経営陣インタビュー、エンゲージメント、投資案の起案から投資後モニタリングまで、一連のプロセスを担当。
マクロ環境・セクター動向・個社の事業リスクを統合した投資ロジックの構築を強みとし、担当ファンドの中長期パフォーマンス向上およびAUM拡大に継続的に貢献してきた。



■　職務経歴
勤務先名：●●アセットマネジメント株式会社（東証プライム上場・大手資産運用会社）　　　　　　　　　　　（勤務期間：20〇〇社年ｘ月～現在）
[bookmark: _Hlk198721365]◆事業内容：金融商品取引業 
◆資本金：ｘｘｘ百万円　　　　　◆売上高：ｘｘ百万円　　　　　◆従業員数：ｘｘ名
	期間
	業務内容

	20〇年ｘ月
　　　～
現在


	部署名：商品企画・投資顧問部門　　　　　　　　　

	
	職位：プロダクトスペシャリスト
【担当業務】POINT
· 職位：シニアアナリスト（チームリーダー）
· 【担当業務】POINT
· •  公募投信・私募ファンド・年金勘定向けの株式・クレジットリサーチ 
· •  担当セクター（例：鉄鋼・化学・機械・自動車・商社等）における企業分析・財務モデル構築（PL/BS/CF、DCF、マルチプル評価） 
· •  投資候補銘柄のデューデリジェンス（経営陣インタビュー、工場・拠点訪問、競合比較、サプライチェーン分析） 
· •  投資提案書・銘柄レポートの作成、および運用会議における投資推奨プレゼンテーション 
· •  投資実行後のモニタリング（業績トラッキング、レーティング/投資判断の見直し、リスクシナリオ更新） 
· •  マクロ・セクターのテーマ分析（需要サイクル、政策・規制動向、技術トレンド）を踏まえたポートフォリオへの示唆出し 
· •  機関投資家・販売会社向けの運用報告・マクロ/セクター説明・ESG評価のコメント作成
· 
· 【実績】
· 担当セクターを主要投資対象とする日本株アクティブファンドにおいて、
· ３年トータルリターンでベンチマーク対比＋2.5％／年を継続的に達成
· セクター内での銘柄入替・ウェイト調整により、トラッキングエラーを抑制しつつ、情報比率を同業上位水準に維持
· 構造改革中の大型製造業に対するエンゲージメントを主導し、資本政策・配当方針の見直しを契機に株主リターン向上に寄与
· 信用リスクの高まりが懸念されたクレジット銘柄に対し、早期のダウングレード提案とエクスポージャー縮小を実行し、当該銘柄のショック局面におけるポートフォリオ損失を最小化
· 社内格付手法やモデルテンプレートの標準化をリードし、リサーチ部全体の生産性を向上（レポート作成工数を約30％削減）
· 投資家向けセミナー・クライアントミーティングでのセクター説明・個別銘柄解説が高評価を獲得し、担当ファンドの資金流入拡大に貢献





■　保有資格・スキル
•  日本証券アナリスト協会認定アナリスト（CMA） 
•  国際公認投資アナリスト（CIIA）※任意 
•  TOEIC 900点レベル（海外企業・外国人投資家とのコミュニケーションが可能） 
•  財務分析：財務諸表分析、DCF/NPV/IRR、マルチプル評価、資本コスト算定 
•  投資リサーチ：モデル構築（Excel）、シナリオ分析、セクターマッピング、テーマリサーチ 
•  レポーティング：日本語/英語でのリサーチレポート・投資提案書作成、プレゼンテーション資料作成（PowerPoint） 
•  ITスキル：Excel（関数・ピボット・マクロ基礎）、Bloomberg・FactSet等のマーケットデータ端末、社内リサーチ管理ツール
■　自己PR
バイサイドアナリストとして、マクロ環境・セクター構造・個社の事業リスクを統合し、再現性の高い投資ロジックを構築してきた点が最大の強みです。
担当セクターでは、財務モデル・バリュエーションにとどまらず、現場訪問や経営陣インタビューを通じて事業の強み・ボトルネックを把握し、中長期の価値創造力に着目した銘柄選定を行ってきました。その結果、担当ファンドにおいてはベンチマーク超過リターンの創出とドローダウン局面での下方耐性の両立を実現しています。
また、運用会議での投資提案や、機関投資家・販売会社向けの運用報告を通じて、「なぜこの銘柄なのか」「どのようなリスクを許容し、何を取りに行っているのか」を、定性・定量の両面から一貫したストーリーで説明することを重視してきました。さらに、社内格付手法やモデルテンプレートの標準化にも取り組み、リサーチプロセスの効率化と品質向上を組織レベルで推進してきた経験があります。
今後は、これまで培ったセクターリサーチ・投資判断プロセス・ガバナンス対応の経験を生かし、貴社のバイサイドアナリストとして、運用パフォーマンスの継続的な向上と運用プロダクトの競争力強化に貢献したいと考えております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
